
教職課程カリキュラムツリー（履修系統図）

1年次 ４年次後期２年次前期 ２年次後期 ３年次前期 ３年次後期 ４年次前期

得
意
分
野
を
も
つ
個
性
的

な
教
師

専
⾨
職
業
⼈
と
し
て
実
践
的
指
導
⼒
を
も
つ
教
師

豊
か
な
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
能
⼒
を
も
つ
教
師

実践的指導⼒の基礎となる学習・研究

使命感・責任感・教育的愛情

教科内容等の指導⼒

⽣徒理解&学級経営

社会性&対⼈関係能⼒

教職実践演習

社会状況や時代の変化に伴い⽣じる新たな課題や⼦どもの変化を進んで捉えたり、⾃⼰の
課題を認識しその解決に向けて、⾃⼰研鑽に励んだり、常に学び続けようとする姿勢を
持っている。

⾃ら主体的に，教材研究に必要な図書や学術論⽂を収集・整理し、その内容を批判的に検
討し、その結果得られた知⾒を活かした学習指導案を作成することができる。

誠実・公平かつ責任感を持って⼦どもに接し、⼦どもから学び、ともに成⻑しようとする
意識を持って、指導に当たることできる。

教員の使命や職務についての基本的な理論に基づき、⾃発的・積極的に⾃⼰の職責を果た
そうとする姿勢を持っている。

教科書の内容を⼗分理解し、教科書を介して分かりやすく学習を組み⽴てるとともに、⼦
どもからの質問に的確に応えることができる。

板書や発問、的確な話し⽅など基本的な授業技術を⾝につけるとともに、⼦どもの反応を
⽣かしながら、集中⼒を保った授業を⾏うことができる。

基礎的な知識や技能について反復して教えたり、板書や資料の提⽰を分かりやすくするな
ど、基礎学⼒の定着を図る指導法を⼯夫することができる。

気軽に⼦どもと顔を合わせたり、相談に乗ったりするなど、親しみを持った態度で接す
ることができる。

⼦どもの声を真摯に受け⽌め、⼦どもの健康状態や性格、⽣育歴等を理解し、公平かつ
受容的な態度で接することができる。

⼦どもの成⻑や安全、健康管理に常に配慮して、具体的な教育活動を組み⽴てることが
できる。

⼦どもの特性や⼼⾝の状況を把握した上で学級経営案を作成し、それに基づく学級づく
りをしようとする姿勢を持っている。

挨拶や服装、⾔葉遣い、他の教職員への対応、保護者に対する接し⽅など、社会⼈として
の基本が⾝についている。

学校組織の⼀員として、独善的にならず、他の教職員の意⾒やアドバイスに⽿を傾ける協
調性や柔軟性を持ち、理解や協⼒を得ながら、校務の運営に当たったり、⾃らの職務を遂
⾏したりすることができる。

保護者や地域の関係者の意⾒・要望に⽿を傾けるとともに、連携・協⼒しながら、課題に
対処する姿勢を持っている。
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教育原論

教育制度論

教育職の研究

⽬指す教師像と必要とされる資質・能⼒

履修科⽬と履修学年

各教科に関する科⽬

教育課程論

各教科教育法

道徳教育の研究

総合的な学習の
時間の指導法及び

教育⽅法論

発達⼼理学

⽣徒指導論

教育相談論

特別活動論

介護等体験実習
（実習指導）

教育実習
（実習指導）

特別⽀援教育論



 

大学 司書に関する科目 カリキュラムツリー（履修系統図） 

２ 年 次 開 講 科 目 ３ 年 次 開 講 科 目 卒業時 

必修科目（１１科目２２単位）※講義科目：２単位（９科目）、演習科目：１単位（４科目） 
選 択 科 目 

（各１単位、２科目２単位修得） ２４単位 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   司書としての基礎知識の修得              図書館サービスに関する知識・技能の修得 
   図書館情報資源に関する知識・技能の修得        司書としての分野別専門知識・技能の修得 
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図書館サービス概論（②） 

情報サービス論（②） 情報サービス演習 1（②） 
（情報検索） 

図書館情報資源概論（③） 

情報資源組織論（③） 

児童サービス論（②） 

情報サービス演習 2（②） 
（レファレンス） 

情報資源組織演習 1（③） 

情報資源組織演習 2（③） 

（目録作成） 

（分類記号・件名付与） 

図書館情報技術論（①） 

図書館サービス特論 
（児童サービス特論） 

図書館総合演習 
（現代図書館論：サービス系） 

図書館基礎特論 

図書館情報資源特論 

図書館総合演習 

（アーカイブズ特論） 

（郷土資料特論） 

（現代図書館論：資源系） 
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 大学 司書教諭に関する科目（省令科目：５科目 全て３年次①～④開講４科目） 

カリキュラムツリー（履修系統図）[科目関連構造形式] 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・   ：科目の展開の流れ 

  ・科目は１科目２単位、合計５科目１０単位 

※注１：「学校図書館メディアの構成」は、司書に関する科目「情報資源組織論」（２単位）及び「図書館情報資源概論」（２単位）の

２科目（計４単位）と共通。（※２科目両方の取得が必要となる。） 

① 学校経営と学校図書館 

学校図書館メディアの構成 

②情報メディアの活用 

③学習指導と学校図書館 

④読書と豊かな人間性 

＊メディアの特性や特質は重複 ＊児童発達論や児童心理は重複 

（総論・経営、学校経営の一部） 

（収集・整理・保存）※注１ （教科学習・学校経営の一部） 

（運用管理と提供・利用） （自発的な「読み」の習慣） 

 

メディアの特性・特質を 

主としたアプローチ 

読書センター 

学習センター 

情報センター 

「資料・情報」を対象   

 

「児童・生徒」を対象  

  
 

児童生徒の発達・学習過程

を主としたアプローチ 
情報メディアの 

選択・提供・活用 



文化人類学

美術工芸論

アーカイブズ論Ⅱ アーカイブズ論Ⅰ

学芸員として
の実践応用能

力の修得

環境歴史学概論 東洋美術史概論 西洋美術史概論

美術史概論 書道史Ⅰ 書道史Ⅱ

学
芸
員
と
し
て
の
分
野
別
専
門
知
識
の
修
得

（６科目１２単位以上選択必修）

考古学概論 民俗学概論 日本文学史 人類学総論

世界遺産学概論 文化財科学概論 日本美術史概論 文化財保護論

学
芸
員
資
格
修
得

※
専
門
職
員
と
し
て
の
研
究
能
力
を
備
え

、
そ
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野
の
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料
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取
り
扱
い
が
で
き
る
学
芸
員

生涯学習概論 博物館教育論 （博物館実習Ⅱ）

博物館資料論 博物館資料保存論 博物館実習Ⅲ
（博物館実習）

博物館展示論 博物館情報・メディア論

前期 後期
必修２（３）単位

学
芸
員
と
し
て
の
基
礎
知
識
の
修
得

博物館概論
必修１６単位

博物館実習Ⅰ

※博物館実習は博物館概論を
修得済でないと履修不可

博物館経営論

　　　令和３年度学芸員課程　カリキュラムツリー（履修系統図）　（文学部/国際言語・文化学科、史学・文化財学科）

　　　　履修科目と履修学年

学芸員として
必要とされる
資質・能力

１年生 ２年生 ３年生 ４年生

前期 後期



　　　令和３年度学芸員課程　カリキュラムツリー（履修系統図）　（食物栄養科学部/発酵食品学科）

　　　　履修科目と履修学年

学芸員として
必要とされる
資質・能力

１年生 ２年生 ３年生 ４年生

前期 後期 前期 後期
必修２（３）単位

学
芸
員
と
し
て
の
基
礎
知
識
の
修
得

博物館概論
必修１６単位

博物館実習Ⅰ

※博物館実習は博物館概論を
修得済でないと履修不可

博物館経営論

学
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格
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得
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生涯学習概論 博物館教育論 （博物館実習Ⅱ）

博物館資料論 博物館資料保存論 博物館実習Ⅲ
（博物館実習）

博物館展示論 博物館情報・メディア論

学芸員として
の実践応用能

力の修得

学
芸
員
と
し
て
の
分
野
別
専
門
知
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の
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（６科目１２単位以上選択必修）

基礎化学 分析化学 食品分析学 調味食品学

医学概論

香料学概論
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